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「
価
値
」っ
て
、
何
だ
ろ
う
？

　

テ
レ
ビ
Ｃ
Ｍ
で
よ
く
知
ら
れ
て
い
る

ス
ポ
ー
ツ
ジ
ム
〝RIZA

P
〟
の
、
独
特

の
音
楽
と
共
に
視
聴
者
へ
ア
ピ
ー
ル
し

て
く
る
「
ビ
フ
ォ
ー
・
ア
フ
タ
ー
」
の

フ
レ
ー
ズ
。
他
店
と
比
較
す
る
と
「
高

い
」
と
い
う
イ
メ
ー
ジ
を
持
つ
人
も
い

ま
す
が
、
全
国
展
開
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

な
ぜ
、
高
い
イ
メ
ー
ジ
の
ジ
ム
に
通

う
人
が
い
る
の
で
し
ょ
う
か
？ 

そ
れ

は
「
痩
せ
た
い
」
と
い
う
希
望
を
叶
え

る
た
め
の
「
価
値
」
が
あ
る
と
判
断
し

た
人
が
い
る
か
ら
で
す
。

●
「
価
値
」
と
「
価
格
」

　
「
価
値
」
を
辞
書
で
調
べ
る
と
「
そ

の
物
事
が
ど
の
く
ら
い
役
に
立
つ
の
か

の
度
合
い
」（
デ
ジ
タ
ル
大
辞
泉
）
と

あ
り
ま
す
。
つ
ま
り
、
面
倒
や
手
間
な

ど
、
私
た
ち
が
日
常
生
活
の
中
で
感
じ

る
不
便
や
困
り
事
を
解
決
、
減
少
さ
せ

て
く
れ
る
モ
ノ
や
サ
ー
ビ
ス
（
ベ
ネ
フ

ィ
ッ
ト
＝
便
益
）
と
捉
え
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。

　

一
方
「
価
格
」
は
「
そ
の
た
め
に
支

払
っ
て
も
い
い
と
考
え
る
金
銭
的
な
対

価
」
に
な
り
ま
す
。

　
「
価
値
」
の
わ
か
り
や
す
い
例
に
「
お

掃
除
ロ
ボ
ッ
ト
」
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。

こ
の
商
品
が
世
の
中
に
登
場
す
る
ま
で

は
、
人
が
時
間
を
費
や
し
、
場
所
や
空

間
を
綺
麗
に
し
て
い
ま
し
た
。

　

し
か
し
、
仕
事
や
育
児
、
地
域
活
動

な
ど
、
日
々
忙
し
い
現
代
人
に
と
っ
て

掃
除
は
後
回
し
に
さ
れ
が
ち
で
す
。
そ

こ
で
「
掃
除
し
た
い
け
れ
ど
時
間
が
な

い
」
と
い
う
困
り
事
を
解
決
す
る
モ
ノ

が
、
お
掃
除
ロ
ボ
ッ
ト
な
の
で
す
。

　
〝
時
間
に
余
裕
の
な
い
私
の
代
わ
り

に
掃
除
を
し
て
く
れ
て
便
利
〟
が
「
価

値
」
で
あ
り
、
さ
ら
に
〝
掃
除
を
す
る

時
間
を
自
分
の
好
き
な
こ
と
に
使
え
る
〟

も
「
価
値
」
に
な
り
ま
す
（
図
1
）。

　

RIZA
P

の
場
合
は
〝RIZA

P 

に
行

け
ば
理
想
の
体
に
変
身
で
き
る
〟が「
価

値
」
に
な
り
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
に
考
察
す
る
と
「
価
格
設

定
」
を
実
行
す
る
に
際
に
は
、
消
費
者

感情が揺さぶられる表現で
「財布の紐」は緩くなる！？

株式会社ネクストステージビジネスコンサルティング
代表取締役

鈴木 昂司
URL   https://ns-bc.com

E-mail   k_suzuki@ns-bc.com

Th
e title

1

　安い商品が売れるとは限りません！ 

極端な例ですが、世の中には、1 粒数

万円のイチゴ、1 本数万円のボトル入

り緑茶など、「えッ !?」と驚くような価

格の商品があふれていて、安くなくて

もその人にとって「価値」がある商品

であれば買います。それを上手く引き

出す表現手法を学んでみましょう。

＜ 理想・希望 ＞

綺麗な部屋で過ごしたい

＜ 価値・便益 ＞

「便利だ」
「自分の時間をゲット」

＜ 解決策 ＞

お掃除ロボット

＜ お困り事・不満 ＞

掃除をする時間がない

図 1　価値を導きだすプロセス

https://ns-bc.com
mailto:k_suzuki@ns-bc.com
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が
「
価
値
」
に
納
得
感
が
得
ら
れ
る
よ

う
に
わ
か
り
や
く
伝
え
る
（
表
現
す
る
）

必
要
が
あ
り
ま
す
。

「
買
う
」「
買
わ
な
い
」
の

決
定
権
は
値
付
け
側
に
な
い

・
自
社
製
品
を
い
く
ら
で
売
る
の
か
？ 

・
仕
入
商
品
を
い
く
ら
で
売
る
の
か
？ 

と
い
う
値
決
め
は
、
非
常
に
悩
ま
し
い

課
題
で
す
。
経
営
者
の
中
に
は
、

「
販
売
価
格
＝
原
価
＋
利
益
」

と
考
え
て
い
る
経
営
者
も
多
い
と
思
い

ま
す
が
本
当
に
そ
う
で
し
ょ
う
か
。

　

昨
今
「
消
費
者
志
向
の
マ
ー
ケ
テ
ィ

ン
グ
」
が
注
視
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
消

費
者
志
向
と
は
「
プ
ロ
ダ
ク
ト
・
ア
ウ

ト
（
生
産
者
志
向
）」
か
ら
「
マ
ー
ケ
ッ

ト
・
イ
ン
（
消
費
者
志
向
）」
へ
考
え

方
を
転
換
し
て
い
く
と
い
う
も
の
で

す
。
つ
ま
り
、
消
費
者
が
必
要
と
し
て

い
る
商
品
を
相
応
の
販
売
価
格
で
提
供

し
て
い
こ
う
と
す
る
も
の
で
、
生
産
者

志
向
と
は
正
反
対
の
考
え
方
で
す
。

　

消
費
者
志
向
を
正
し
く
理
解
す
る
に

は
、
ま
ず
は
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
を
き
ち

ん
と
理
解
し
ま
し
ょ
う
。

　

そ
も
そ
も
「
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
」
と

い
う
言
葉
で
す
が
、
皆
さ
ん
は
他
者
に

説
明
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
か
？ 

実

は
、
理
解
し
て
い
る
よ
う
で
、
理
解
し

て
い
な
い
言
葉
な
の
で
す
。

　

マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
を
一
言
で
表
現
し

て
み
る
と
「
交
換
」
に
な
り
ま
す
。
企

業
は
商
品
や
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
し
（
市

場
流
通
さ
せ
て
）、
消
費
者
が
「
買
い

た
い
」
と
思
え
ば
、
お
金
を
払
い
ま
す
。

常
に
購
買
の
現
場
で
は
〝
商
品
・
サ
ー

ビ
ス
〟
と
〝
お
金
〟
が
交
換
さ
れ
て
い

る
の
で
、

「
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
＝
交
換
」

と
捉
え
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

商
品
や
サ
ー
ビ
ス
か
ら
得
ら
れ
る
価

値
と
価
格
の
関
係
で
「
買
う
・
買
わ
な

い
」
の
意
思
決
定
は
、
消
費
者
が
行
っ

て
い
ま
す
（
図
2
）。
対
価
で
あ
る
「
価

格
」
に
見
合
う
だ
け
の
商
品
・
サ
ー
ビ

ス
か
ら
得
ら
れ
る
「
価
値
」
が
あ
れ
ば

交
換
が
成
立
し
ま
す
。
そ
う
で
な
け
れ

ば
不
成
立
に
な
り
ま
す
。
当
然
、
値
付

け
側
に
は
「
買
う
・
買
わ
な
い
」
の
決

定
権
は
あ
り
ま
せ
ん
。

●
「
こ
れ
が
欲
し
い
」
を
引
き
出
す

　

さ
ら
に
「
交
換
」
が
成
立
す
る
要
件

は
価
格
だ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
消
費

者
が
購
入
を
決
め
る
と
き
は
「
こ
れ
は

凄
い
」「
こ
れ
を
使
っ
て
み
た
い
」
と

い
う
感
情
や
衝
動
に
左
右
さ
れ
ま
す
。

　

価
格
設
定
に
は
「
買
お
う
」
と
思
っ

て
も
ら
え
る
「
こ
れ
が
欲
し
い
」
を
引

き
出
す
「
価
値
」
を
、
Ｐ
Ｏ
Ｐ
や
商
品

説
明
文
、
キ
ャ
ッ
チ
コ
ピ
ー
な
ど
に
よ

る
表
現
で
、
ど
の
よ
う
に
伝
え
る
の
か

を
考
え
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

こ
こ
で
、
消
費
者
の
心
を
鷲
掴
み
す

る
こ
と
が
で
き
れ
ば
機
を
捉
え
た
こ
と

に
な
り
ま
す
。
具
体
策
は
後
述
し
ま
す

が
、　

商
売
繁
盛
に
は
「
こ
の
交
換
を
、

自
店
で
、
継
続
的
に
、
よ
り
多
頻
度
に
、

よ
り
ス
ム
ー
ズ
に
」
行
え
る
環
境
を
整

え
る
こ
と
が
ポ
イ
ン
ト
で
す
。

人
は
「
感
情
」
で
動
く

●
1 

等
賞
金
を
夢
見
て
、
当
ら
な
い
の
に

　

買
っ
て
し
ま
う
「
宝
く
じ
」

　

毎
年
恒
例
の
〝
ジ
ャ
ン
ボ
宝
く
じ
〟

に
並
ぶ
長
蛇
の
列
。
一
攫
千
金
を
夢
見

て
い
る
人
の
中
に
は
、
何
万
円
、
何
十

万
円
分
も
購
入
す
る
ケ
ー
ス
が
多
く
見

受
け
ら
れ
ま
す
。
普
段
は
贅
沢
な
暮
ら

し
を
し
て
い
な
い
の
に
、
な
ぜ
か
ジ
ャ

ン
ボ
宝
く
じ
と
な
る
と
大
盤
振
る
舞
い

の
消
費
行
動
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

そ
の
1
等
の
当
選
確
率
は
、

「
０
・
０
０
０
０
０
５
％
」

程
度
で
あ
り
、
高
額
当
選
す
る
確
率
が

高
い
と
は
と
て
も
い
え
ま
せ
ん
。
結
果

的
に
そ
の
お
金
は
ド
ブ
に
捨
て
た
よ
う

な
も
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
そ
れ

で
も
買
っ
て
し
ま
う
の
が
、
宝
く
じ
の

魅
力
な
の
で
す
。
ま
さ
し
く
、
感
情
が

揺
さ
ぶ
ら
れ
る
と
「
財
布
の
紐
」
は
緩

く
な
る
の
典
型
例
で
す
。

得られる価値  ＞  販売価格
▼

購入に繋がる

得られる価値  =  販売価格
▼

ケースバイケース

得られる価値  ＜  販売価格
▼

購入につながらない

図 2　「価値」と「価格」の関係
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「
持
続
す
る
経
営
」
が

未
来
へ
と
繋
が
る
世
界
を
拓
く

The serialization title

　

渋
沢
は
再
三
の
大
転
換
を
経
験
し
て

い
ま
す
が
、
生
涯
を
通
じ
て
約
５
０
０

の
会
社
に
関
わ
り
、
約
６
０
０
の
社
会

公
共
事
業
に
尽
力
し
ま
し
た
。
図
1
に

示
し
た
通
り
、
現
在
も
存
続
し
て
い
る

会
社
組
織
（
銀
行
、保
険
、海
運
、鉄
道
、

繊
維
、
製
紙
、
食
品
、
鉄
鋼
、
造
船
、

化
学
、
ガ
ス
、
電
力
、
建
設
、
倉
庫
、

ホ
テ
ル
、
鉱
業
、
農
林
水
産
な
ど
）
が

多
く
あ
り
ま
す
。
特
に
、
社
会
イ
ン
フ

ラ
関
連
や
生
活
に
密
接
に
関
わ
る
企
業

を
積
極
的
に
支
援
し
ま
し
た
。

　

昭
和
6
年
逝
去
の
渋
沢
が
直
接
的

に
、
持
続
可
能
な
経
営
やSD

Gs

を
語

る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
講

演
や
著
書
か
ら
そ
の
概
念
を
う
か
が
い

知
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

渋
沢
を
動
か
し
た

「
怒
り
」
と
「
驚
き
」

●
青
天
を
衝
い
た
渋
沢
の
原
動
力

　

渋
沢
の
経
営
観
と
行
動
力
の
前
提
に

は
、
当
時
の
社
会
に
対
す
る
危
機
意
識

【
4
つ
の
怒
り
】
と
、
変
化
の
契
機

【
3
つ
の
驚
き
】
が
あ
り
ま
す
（
図
2
）。

　

藍
を
生
産
・
販
売
す
る
豪
農
の
長
男

に
生
ま
れ
た
渋
沢
は
、
武
士
に
な
る
と

い
う
志
が
あ
り
ま
し
た
。「
幕
末
の
世

渋沢栄一（国立国会図書館「近代日本
人の肖像」より）

渋
沢
な
く
し
て

現
代
日
本
は
存
在
し
な
い

　

コ
ロ
ナ
禍
に
よ
り
生
活
も
社
会
も
大

き
な
転
換
が
必
要
に
な
っ
て
い
ま
す
。

本
連
載
の
第
1
・
2
回
で
は
、
日
本
の

商
工
業
の
発
展
を
実
現
さ
せ
、
今
日
に

至
る
わ
が
国
の
礎
を
構
築
し
た
渋
沢
栄

一
（
以
下
、
渋
沢
）
か
ら
学
び
ま
す
。

　今後、人類が幸福な生活を送るためには、どのような
社会を構築していくべきかに関心が高まっており、これ
には、世界共通の持続可能な開発目標「S

エスディージーズ

DGs」の採択
が大きなきっかけとなっています。自社の事業と SDGs
の関係性を見出すことはとても重要ですが、それだけで
企業経営の持続力が高まるわけではありません。全 5 回
の連載で事業の持続力を高め、新たな経営戦略を構築し
ていくためのヒントをお伝えします。

企業名（現在）
第一国立銀行
（株）東京貯蓄銀行
京都織物（株）
東京帽子（株）
王子製紙（株）
札幌麦酒（株）
日本煉瓦製造（株）
東京製綱（株）
（株）東京石川島造船所
東京人造肥料（株）
東京瓦斯（株）
広島水力電気（株）
帝国ホテル（株）
帝国劇場（株）
磐城炭礦（株）

頭取
取締役会長
取締役会長
取締役会長
取締役会長
取締役会長
取締役会長
取締役会長
取締役会長
取締役会長
取締役会長
取締役会長
取締役会長
取締役会長
取締役会長

（株）みずほ銀行
（株）りそな銀行

エコナックホールディングス（株）
オーベクス（株）
王子製紙（株）

サッポロビール（株）
（廃業）

東京製綱（株）
（株）ＩＨＩ

日産化学工業（株）
東京瓦斯（株）
中国電力（株）

（株）帝国ホテル
東宝（株）

常磐興産（株）

企業名（当時） 役　　職

図1　渋沢栄一が頭取、会長を務めた企業
出典：東京堂出版「渋沢栄一を知る事典」　

第 1回

『
富
と
志
』

渋
沢
栄
一
が
語
っ
た
持
続
可
能
な
経
営

http://k-shigen.com
mailto:masaki@k-shigen.com
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「持続する経営」が未来へと繋がる世界を拓く

人
脈
を
築
き
ま
す
。
こ
れ
が
、
後
の
焼

き
討
ち
計
画
や
、
そ
の
後
の
一
橋
家
で

の
活
躍
に
つ
な
が
り
ま
し
た
。

②
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
見
聞
を
広
め
る

　

将
軍
と
な
っ
た
慶
喜
の
命
で
、
渋
沢

は
徳
川
昭
武
の
パ
リ
万
国
博
覧
会
視
察

に
随
行
し
ま
し
た
。
西
欧
の
商
工
業
の

発
展
や
金
融
シ
ス
テ
ム
を
目
の
当
た
り

に
し
て
日
本
の
将
来
の
姿
を
イ
メ
ー
ジ

し
ま
す
。

③
論
語
の
再
発
見
・
再
々
発
見

・
論
語
の
再
発
見

　

6
歳
の
頃
よ
り
学
ん
だ
論
語
を
、
渋

沢
が
再
発
見
す
る
の
は
明
治
6
年
、
実

業
界
に
入
る
時
で
す
。

　
「
志
を
い
か
に
持
つ
べ
き
か
」
と
考

え
た
渋
沢
は
「
論
語
の
教
訓
に
し
た
が

っ
て
商
売
し
、
利
殖
を
図
る
こ
と
が
で

き
る
」
こ
と
に
気
づ
き
「
私
は
論
語
で

一
生
を
貫
い
て
見
せ
る
」
と
同
僚
に
宣

言
し
て
官
僚
を
辞
職
し
ま
し
た
。

・
論
語
の
再
々
発
見

　

渋
沢
70
歳
の
時
、
友
人
か
ら
贈
ら
れ

た
絵
に
は
、
論
語
の
本
と
算
盤
、
シ
ル

③
資
金
占
有
へ
の
怒
り

　

明
治
政
府
か
ら
離
れ
た
渋
沢
は
第
一

国
立
銀
行
を
創
業
し
、
民
間
に
埋
蔵
さ

れ
て
い
る
資
金
を
集
め
て
産
業
を
盛
ん

に
し
た
い
と
考
え
ま
し
た
。
私
的
に
利

益
を
占
有
す
る
こ
と
を
嫌
っ
た
渋
沢
は
、

資
本
と
人
材
を
活
用
す
る
「
合
本
主
義
」

を
推
奨
し
て
社
会
全
体
が
豊
か
に
な
る

公
益
の
充
実
を
目
指
し
ま
し
た
。

　

岩
崎
弥
太
郎
と
屋
形
船
の
中
で
利
益

の
独
占
に
つ
い
て
論
争
し
た
エ
ピ
ソ
ー

ド
は
有
名
で
す
。

④
不
正
取
引
へ
の
怒
り

　

渋
沢
は
日
本
の
商
工
業
者
の
商
業
道

徳
の
低
さ
が
、
国
際
的
な
地
位
を
高
め

る
上
で
大
き
な
障
害
に
な
る
と
考
え
て

い
ま
し
た
。
さ
ら
に
、
海
軍
収
賄
事
件

（
シ
ー
メ
ン
ス
事
件
）
に
つ
い
て
も
苦

言
を
呈
し
て
い
ま
す
。

【
３
つ
の
驚
き
】

①
世
の
中
を
変
え
た
い
人
の
多
さ

　

渋
沢
は
22
歳
と
24
歳
の
時
に
、
江
戸

に
遊
学
し
、
世
の
中
を
変
え
よ
う
と
志

す
多
く
の
人
と
出
会
い
、
交
流
を
深
め
、

【
４
つ
の
怒
り
】

①
搾
取
へ
の
怒
り

　

修
験
者
の
詐
欺
か
ら
一
家
を
救
っ
た

経
験
（
15
歳
）。
岡
部
陣
屋
で
代
官
か

ら
強
引
に
要
求
さ
れ
た
５
０
０
両
の
御

用
金（
17
歳
）。
開
港
し
た
横
浜
と
函
館
、

長
崎
で
暴
利
を
得
る
外
国
人
商
人
に
憤

り
、
横
浜
焼
き
討
ち
を
計
画
（
24
歳
）。

　

こ
の
当
時
、
不
平
等
な
立
場
に
い
る

人
々
は
、
不
条
理
な
搾
取
か
ら
逃
れ
る

こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。

②
政
治
へ
の
怒
り

　

開
国
・
攘
夷
の
論
争
、
地
震
や
感
染

症
の
流
行
な
ど
、
次
々
に
起
こ
る
政
治

課
題
を
解
決
で
き
な
い
幕
藩
体
制
。
期

待
し
た
一
橋
慶
喜
（
徳
川
慶
喜
）
が
15

代
将
軍
に
就
任
す
る
も
失
脚
。
渋
沢
は

明
治
新
政
府
に
迎
え
ら
れ
る
が
、
新
政

策
を
推
進
す
る
改
正
掛
は
短
期
間
で
廃

止
さ
れ
、
軍
事
予
算
を
重
視
す
る
大
久

保
利
通
と
対
立
す
る
こ
と
に
。

　

武
士
に
な
っ
た
理
由
の
一
つ
は
国
政

参
画
で
し
た
が
、
政
治
に
商
工
業
の
振

興
を
任
せ
ら
れ
な
い
と
、
渋
沢
は
実
業

界
に
進
出
す
る
覚
悟
を
固
め
た
の
で
す
。

の
中
を
変
え
た
い
、
変
え
な
い
と
日
本

の
将
来
も
自
分
の
将
来
も
な
い
」
と
い

う
閉
塞
感
を
打
開
す
る
た
め
で
す
。

　

そ
の
志
は
武
士
に
な
っ
た
後
も
変
わ

る
こ
と
は
な
く
「
世
の
中
を
ど
う
変
え

る
の
が
最
も
良
い
か
」
を
常
に
考
え
、

波
乱
の
生
涯
の
中
で
立
ち
位
置
を
変
え

る
た
び
に
新
た
な
視
点
を
獲
得
し
、
目

標
を
変
え
て
い
っ
た
の
で
す
。
そ
し
て
、

目
標
が
大
き
く
な
る
の
と
同
時
に
、
渋

沢
自
身
も
日
本
に
と
っ
て
の
大
き
な
存

在
へ
と
脱
皮
し
て
い
き
ま
し
た
。

　

晩
年
こ
そ
は
「
円
満
過
ぎ
る
」
と
評

さ
れ
ま
し
た
が
、
青
天
を
衝
い
た
渋
沢

の
原
動
力
【
４
つ
の
怒
り
】
と
【
３
つ

の
驚
き
】
を
見
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

図2　【４つの怒り】と【３つの驚き】

【
4
つ
の
怒
り
】

①
搾
取
へ
の
怒
り

②
政
治
へ
の
怒
り

③
資
金
占
有
へ
の
怒
り

④
不
正
取
引
へ
の
怒
り

【
3
つ
の
驚
き
】

①
世
の
中
を
変
え
た
い
人
の
多
さ

②
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
見
聞
を
広
め
る

③
論
語
の
再
発
見
、
再
々
発
見
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 続・新規事業で
第2の創業をめざす 実行編
アフターコロナに向けて事業構造を変革する

原作／河野 賢一
株式会社ウイズダムビジネス研究所　代表取締役
株式会社ケイエスグローバル　代表取締役
関東学院大学・尚美学園大学・日本大学・千葉経済大学  講師
Blog   http://d.hatena.ne.jp/kohnoken/
E-mail   kohnoken@nifty.com

マンガ／森元 智 

新
規
事
業
と
同
時
に

秋
谷
食
品
の
将
来
構
想
を
起
草
す
る

最終回

 新規事業にともなう新たな生産ラインが稼働するも、トラ

ブル発生により製造の基本に立ち返って原因究明を講じるこ

とに。病状回復で現場復帰した秋谷社長は、秋谷常務から報

告を聞く中で、秋谷食品の将来展望と課題を記した資料を手

渡され、そこで秋谷社長は事業承継を秋谷常務に打診。そし

て、新規事業開発プロジェクトメンバーも数々の困難を乗り

越え事業推進に向けて決意を新たにする。

http://d.hatena.ne.jp/kohnoken/
mailto:kohnoken@nifty.com


ど
う
や
ら
、
レ
ト
ル
ト
製
品
の

新
製
造
ラ
イ
ン
か
ら

異
常
音
と
煙
が
出
て

現
在
、
停
止
し
て

い
る
と
の
こ
と
で
す

ケ
ガ
人
は
？

出
て
い
な
い

よ
う
で
す

そ
う
か
…

ま
ず

社
員
の
身
に

何
事
も
な
く
て

よ
か
っ
た
…

テ
ス
ト
で
は

異
常
な
か
っ
た

の
で
す
が
…

生
産
計
画
を
少
々

上
回
る
稼
働
で

回
転
軸
部
分
に

負
荷
が
か
か
っ
た

よ
う
で
す

原
因
は
？

機
械
メ
ー
カ
ー

に
は
連
絡
済
み

で
す

「
５
つ
の
な
ぜ
」
で

原
因
を
究
明

し
な
い
と
！

そ
れ
と
情
報
共
有
を

徹
底
し
ま
し
ょ
う

原
因
究
明

安
心
安
全

品
質
管
理

各
方
面
へ
の

連
絡
と
対
応
は

私
の
方
で
行
い
ま
す
！

こ
う
い
う

状
況
な
の
で

当
分
ラ
イ
ン
を

止
め
ま
す
が
…

わ
か
り

ま
し
た
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